
患者様の
データーを
専⾨分野が
慎重に管理して
おります



https://www.mdn.co.jp/product/good
sLab/4218

温度ロガー

お預かりしました
⼤切な凍結検体は
温度変化があれば24時間
連絡されるサポート体制を
構築しています



杉⼭産婦⼈科 新宿 培養室

採卵・移植室



杉⼭メソッド 閉鎖型クリーンベンチの使⽤

閉鎖型クリーンベンチ
• ガス・温度・湿度の制御が可能
• 検卵、胚移植、ICSI、etc.

インキュベーター外の胚操作を原則閉鎖型のクリーンベンチを使⽤
し、より安定的な培養環境の維持に努めている。

利点
• 安定的な作業環境
• 教育、不測の事態にも安⼼



培養の個別化

個別化

混合ガス

インキュベーター



杉⼭メソッド 培養の個別化

培養の個別化、混合ガスの使⽤により安定的な培養環境
の提供や培養⼠の負担軽減に努めている。

培養の個別化
• 患者様に安⼼安全な培養環境の提供
• 培養環境の安定化

混合ガス使⽤ 20台

混合ガス使⽤（O₂2%, CO₂5%, N₂93%）
• 培養環境の安定化
• 培養⼠の負担軽減



体外培養における⼀般的なインキュベータの役割
ART成績を最⼤化するためには胚発⽣を最適化する培養システムの構築が必須
であり、IVFラボ環境で⽣じるストレスを最⼩化することが重要

胚培養環境に影響を与える因⼦
• 培養液のpH
• 温度
• 培養液の浸透圧
• 空気の質
• etc

これらの環境要因の制御がインキュベータ―の
役割であり、IVFラボにおいて最も重要な設備

インキュベーターの選択と管理がIVF成功の成否を担っているといっても過⾔ではない



インキュベータの機能
卵⼦と精⼦の機能、胚発⽣を最適化するための安定した環境を提供することを⽬的
に各種因⼦を制御する。

インキュベータ―が制御する因⼦
• CO2濃度
• O2濃度
• 温度
• 空気の質
• 湿度

感知、制御⽅式の種類
• ⾚外線もしくは熱伝導式センサ―
• ガルバニ式センサー、ジルコニア式センサー
• 空気を温める(Box型)、直接Dishを温める⽅
式(ベンチトップ型)

• インラインVOCフィルター
• 湿度センサー



ガスの制御において必要なこと
• ガスセンサーの故障リスクを想定する
• CO2とO2の外部ディスプレイの表⽰と庫内のガス濃度は必ずしも正しいと
は限らない

• 独⽴した測定装置を使⽤してリアルタイムのガス値やを培養液pHを定期
的に観察する

• プレミックスガスであれば庫内にガスが充満すればセンサーが機能しなくても
正確な構成のガスが供給される

• 施設が位置している⾼度によってはCO2分圧が異なり結果としてpHにも
影響を受ける可能性があるため調整が必要な場合もある

CO2とO2の制御



加温⽅式の違いによるメリットとデメリット
• ウォータージャケットまたはエアジャケットタイプは庫内空気を温める⽅式で
内部の空気を撹拌するためにファンを内蔵するものもある

• ベンチトップ型インキュベーターでは庫内表⾯または上⾯、下⾯を加温し直
接培養液を温める⽅式をとる

• ウォータージャケットタイプはドアの開閉や停電時に熱が逃げにくいが、⼀般
的に重く電⼒が必要なため緊急時の電源供給に不安がある。またウォー
タージャケット内で微⽣物のコンタミが起こることがある

• エアジャケットタイプは加温スピードが速いが、蓄熱性が低い。
• 直接加温⽅式では急速な温度回復が可能であるが、電⼒供給が停⽌し
た場合、適切な温度を維持できない

温度の制御
温度は卵⼦、精⼦、胚の代謝に影響を与え、紡錘体の安定性にも影響を与える

Jason E Swain; Reprod Biomed  Online 2014;28(5):535-47. 



湿度の維持において重要なモニタリングポイント
• 浸透圧の上昇は胚発⽣に負の影響を与える
• BOX型のインキュベータでは湿度の供給は下部に設置したウォーターリ
ザーバーからの蒸発によって維持される。

• 雑菌繁殖の温床となり得るので定期的な観察と交換が必須
• ウォータｰリザーバーに気泡を発⽣させることによってより早く湿度を回復させ
ることが出来る

• 培養⽇数によっては⼗分な量のオイル被覆が出来ていれば必ずしも湿度
は必要ないが、施設ごとの検証が必要である。

湿度の制御
培養液の蒸発を抑え、浸透圧を維持させるために重要

Jason E Swain; Reprod Biomed  Online 2014;28(5):535-47. 



加湿環境下におけるTLI培養の臨床成績

TLIインキュベーター（Geri）では、無加湿より加湿環境で培養した⽅がより
良い臨床成績であった。

相対湿度の増加により臨床妊娠に⾄る可能性が増加する

研究の概略
• Geri (Gnea Biomedx, AUS)を⽤いてドライ(DC)もしくは加湿環境(HC)

にてSingle step mediumを⽤いてDay5, 6まで培養
• ⾃⼰周期、ドナー周期、PGT-A周期を含む
• FreshもしくはFETにて胚移植を⾏った。移植胚個数は1 or 2(8%)個
• Propensity Scoreは多変量ロジスティック解析により算出された
結果
• 全ての周期を含めた解析ではDCおよびHCの臨床成績に差は⾒られなかった
• PGT-A周期(>=38歳)においては有意に⾼い臨床妊娠率が得られた(DC 

vs HC = 52.6% vs 64.5%)
• 単変量解析の結果、OR=1.236(95%CI=1.009-1.515)でHCが臨床

妊娠に関連していた(P=0.041)



Geri Incubator

• 加湿環境下で個別培養が可能
胚を操作するときに、他の患者の培養をさえぎることなく培養が可能。
• チャンバー毎の温度管理・ガス管理

各チャンバーにセンサーと複数の熱源を装備しているため、温度とガ
スは個別に管理することが可能。他のチャンバーを開閉しても培養
環境は変化しない。

• 1つのチャンバーに1つのカメラ
カメラを共有していないので、5分おきに11焦点⾯の映像を得ること
が可能。カメラトラブルですべての映像が取れないということが起こり
にくい。

• モジュールシステム
チャンバーを個別に交換できるため、トラブル時の復旧が早い。6つ
のチャンバーがすべて使えなくなることが起こりにくい。



• Geri Water Bottle:
Water Bottleに⽔を⼊れてチャンバーにセッ
トすることで加湿環境で培養できる

オイルカバーをしていない採卵ディッシュや
移植ディッシュも⼀緒に培養することができ
る

Geri Water Bottle


